The frontier called Manchuria : Truough the records of a youth group, SHIONEGAWA KOUJYOU-KAI by 日置, 麗香
戦前期の青年団「塩根川向上会」の記録にみる
「満州」および「満州移民」







































































































































































① 156 昭和６年10月20日 及位青年団長より満州事変戦死者葬儀参列依頼
② 昭和６年10月 『及位小学校沿革誌』















177 昭和７年７月19日 向上会長より幹事宛雄弁会並に祝賀会開催案内 ※満州事変実践談
⑧ 178 昭和７年７月24日 向上会長より佐藤善治宛歓迎祝賀会招待状









































































































































































































































































































氏名 生年月日 開催年月日 内 容
佐藤孝治 明治39.04.17 大正14.06.21から 県連合青年団主催拓殖講習会 10日間
佐藤 田 明治42.04.21 昭和02.08.26から 県連合青年団主催大高根修養道場講習会 ７日間
昭和07.08.18から 県連合青年団主催大高根修養道場講習会 ７日間
佐藤 孝 明治42. 昭和08.08.31から 県連合青年団主催中堅青年講習会 大高根７日間
佐藤善兵衛 明治42.10.26 昭和07.08.18から 県連合青年団主催大高根修養道場講習会 ７日間
佐藤 勇 明治42.11.06 大正14.07.21から 県連合青年団主催拓殖講習会 10日間
髙橋四郎 大正02.11.12 昭和08.08.31から 県連合青年団主催中堅青年講習会 大高根７日間(後養子)
髙橋盛益 明治44.05.03 昭和08.08.31から 県連合青年団主催中堅青年講習会 大高根７日間







































表２ 「向上会 会員名簿」にみる入営・出征・渡満 （2-1）
氏名 生年月日 入営・出征・渡満 移民地
1 栗田勝太郎 明治38.01.19 大正14.12.01 第七師団歩兵第二七 隊入隊ス
昭和02.10.31 満期除隊
2 佐藤孝治 明治39.04.17 昭和02.04.01 第八師団輜重兵第八大隊入隊、同年05.26満期除隊 弥栄村
昭和07.06. 日本国民高等学校北大営分校入学
北満移民（第1回自衛移民) 大八洲
3 栗田三次郎 明治39.07.03 大正15.12.10 第７師団野砲兵入隊、昭和03.10.30満期帰休除隊
4 栗田板五郎 明治39.09.14 大正15.12.01 海軍舞鶴練習部入隊、昭和04.11.30満期除隊
5 佐藤栄吉 明治40.02.07 昭和03.01.10 騎兵第24聯隊ニ入隊、昭和04.11.30満期除隊
6 佐藤 繁 明治41.09.21 昭和04.05.01 第七師団輜重兵第七大隊入隊、昭和04.06.除隊
7 佐藤 田 明治42.04.21 昭和10.08.22 北満移民（訓練生トシテ）、終戦後、北海道入植 大八洲
8 佐藤 勇 明治42.11.06 昭和05.06.01 満州公主嶺独立守備隊入隊、歩兵 不明
昭和06.09.19 満州事変突発南嶺激戦ニ参加
昭和07.07.01 公主嶺守備隊延期中、本日除隊、引キ続き在満
9 佐藤正治 明治43.02.25 昭和06.01.10 歩兵第三十二聯隊ヘ入隊
昭和07.01.27 満州守備の為派遣（上等兵)、昭和08.12.26除隊
10 佐藤善治 明治43.10.03 昭和06.01.10 旅順駐□第九聯隊入隊、看護兵
昭和07.07.06 旅順衛成病院ヨリ帰休兵トシテ除隊
11 栗田壽兵衛 明治43.08.19 昭和06.01.10 第八師団野砲兵第八聯隊入隊、
昭和06.12. 千葉砲兵学校へ転ズ、満州へ出征
昭和08.12.22 除隊（上等兵)




13 栗田末吉 明治45.02.04 昭和07.12.01 満州公主嶺独立守備隊入営（歩兵） 不明
昭和09.11. 同除隊、引続キ在満
14 佐藤袈裟五郎 大正03.03.07 昭和10.06.10 朝鮮会寧歩兵第七十五聯隊入隊、
昭和11.12. 除隊、帰還ス（一等兵）
昭和12.12. 支那事変ニヨリ應召、昭和14.01 支那ヨリ帰郷
15 佐藤高蔵 大正03.01.05 昭和10.01.20 山形歩兵第三二聯隊ニ入隊、昭和12.03 除隊帰郷
昭和12.10. 支那事変ニヨリ応召ス、昭和14.01 支那ヨリ帰郷
16 佐藤 忠 大正03.04.17 昭和14.01.06 満州農業移民トシテ渡満ス 大八洲
17 佐藤幸吉 大正04.02.15 昭和10.09.22 北満移民訓練生トシテ渡満ス 弥栄村
昭和12.12.15 北満ニテ匪賊ノ為名誉ノ戦死
18 佐藤金兵衛 大正04.03.10 昭和11.01.10 弘前野砲兵第八聯隊ニ入営、昭和14.03 除隊帰郷
19 佐藤卯吉 大正04.12.07 昭和12.02.01 弘前輜重兵第八聯隊入営、
昭和12.03.28 同満期除隊帰郷ス
20 佐藤幸一郎 大正06.04.27 昭和12.01.10 第八師団野砲兵第八聯隊入隊、昭和15.09 除隊ス
昭和16.08. 支那事変ニヨリ応召ス
21 佐藤東吉 大正06.05.05 昭和12.01.10 山形歩兵第三十二聯隊ニ入営 不明
記載なし 満州国○○ニ活躍中
22 栗田信男 大正06.03.29 昭和12.01.10 鉄道第二聯隊ニ入営
昭和13. 除隊ニヨリ再役ス、工兵伍長トナル
23 栗田 清 記載なし 昭和15.01.10 歩兵トシテ青森ニ入営
昭和15.09.11 北支山東省ニ於テ名誉ノ戦死ヲ遂グ
24 佐藤竹松 大正05.07.19 昭和12.03.01 満州独立守備隊ニ入営、昭和14.11病気為メ帰郷ス
昭和15.04. 軍工ニ職工トシテ就職ス、他出





氏名 生年月日 入営・出征・渡満 移民地
26 高橋金繁 大正04.10.25 昭和11.06.29 教育召集ニヨリ千葉鉄道第一聯隊入隊
昭和11.09.17 同満期除隊 帰郷ス
昭和13.04.19 支那事変ニヨリ応召ス、18.05.25応召解除帰郷ス
27 佐藤勝一 大正07.10.15 昭和14.12.01 朝鮮歩兵第七十四聯隊入営
昭和15.08. 北部第□□□部隊ニ転隊ス
昭和16.09. 満期除隊ス（兵長）
28 佐藤孝治郎 大正08.05.09 昭和18.05 満州移民ニテ渡満ス 大八洲
29 佐藤正作 大正07.02.11 昭和16.04 徴用令ニヨリ応徴ス
昭和18.09 大東亜戦争ニテ召集サル
30 佐藤兼蔵 大正07.11.23 昭和14.05.01 支那事変ニヨリ応召ス
昭和15.05.10 召集解除トナル、歩兵一等兵トシテ帰還ス
昭和18.10 大東亜戦争ニテ召集サル
31 佐藤銀兵衛 大正06.11.29 昭和13.01.10 山形歩兵第三十二聯隊ニ入営、同16.03満期除隊ス
昭和16.08 支那事変ニヨリ召集、昭和18.05帰還
32 高橋正一 大正07.12.02 昭和15.02.01 騎兵トシテ旭川入営、同18.01満期除隊ス
33 佐藤良作 大正07.05.08 昭和14.01.06 農業移民トシテ渡満ス 大八洲
昭和15.04 山形聯隊入隊ス
昭和16. 目下満州国○○地活躍中
34 高橋宗太郎 大正07.08.01 昭和14.01.06 農業移民トシテ渡満す 大八洲
35 高橋傅治 大正09.02.07 昭和16.05 支那事変ニヨリ応召
36 佐藤 貢 大正08.04.06 昭和15.01.10 海軍横須賀海兵団入団舞鶴軍港天龍乗組員トナル
37 佐藤義次郎 大正08.09.07 昭和15.02.01 工兵トシテ旭川入営
昭和15.03. 満州国東安省東安沼崎部隊野見山隊ニ変隊ス
昭和18.03. 満期除隊（一等兵）
38 佐藤朝松 大正03.05.22 昭和 9.12.01 弘前輜重兵第八大隊ニ入隊ス
昭和10.01.25 除隊帰郷ス 昭和10.07 北海道ヘ出稼
39 栗田一郎 大正09.01.18 昭和16.08. 支那事変ニヨリ召集現在満州国○○地ニ奮戦中
40 栗田円次郎 大正11.03.03 昭和09.12. 他出 奉公（東京）、昭和13.04 帰郷ス
昭和17.11. 盛岡部隊ニ入隊ス
41 栗田 武 記載なし 昭和15.03. 北部十八部隊ニ入隊直ニ渡満警備ニ付ク
現在○○ニ活躍中
42 高橋 豊 大正10.04.08 昭和17.08. 大東亜戦争ニ依リ応召ス
43 栗田 忠 記載なし 昭和17.11. 東京東部○○部隊ニ入隊
44 栗田保太郎 記載なし 昭和17.12. 山形北部十八部隊ニ入営ス
45 高橋久典 大正11.04.21 昭和17.12. 弘前北部二十二部隊ニ入隊
46 佐藤長太 大正11.05.23 昭和18.03.20 大東亜戦争決戦下ニテ応召セラル
47 高橋祐四郎 記載なし 昭和16.08. 徴用令ニヨリ応徴セラル、現在横須賀ニ勤務中
昭和19.01. 北部十九部隊ニ入隊
48 高橋正太郎 記載なし 昭和18.09. 応徴セラル
昭和19.02 北部十八部隊入隊ス
49 栗田善治 記載なし 昭和18.02. 入営セラル
50 佐藤久松 記載なし 昭和18.04. 満州報国農場ヘ勤労報国隊ノ参加渡満ス、
10月帰郷、昭和18.10国民勤労報国隊小隊長トナル
昭和19.09.10 弘前八〇部隊入隊
51 栗田行雄 記載なし 昭和19.01. 最上郡飽海に40日間練成生トシテ出発
昭和19.04.05 東部五九部隊ニ入営ス
52 高橋正三 大正15.02.07 昭和19.04. 満州農業移民トシテ渡満サル 最上郷
53 佐藤寛行 大正14.05.30 昭和20.02.10 山形東部五九部隊入隊ス
昭和21.10.24 満州ヨリ復員ス




































































(27) 山形県『山形県史 本篇４ 拓植編』昭和46（1971）年 451-454頁。
(28) 前掲『山形県史 本篇４ 拓植編』453頁。
(29) 前掲『山形県史 本篇４ 拓植編』468頁。
(30) 工藤儀三郎編『彌榮開拓十年誌』満洲事情案内書 康徳９（昭和17 1942>）年 85-89頁。
(31)「開拓民送出状況調」(昭和19年６月１日現在）前掲『山形県史 本篇４ 拓植編』642頁。
(32) 前掲『山形県史 本篇４ 拓植編』314-315頁。
















(41) 桑島節郎『満州武装移民』教育社歴史新書 昭和54（1979）年 70頁。なお、桑島は佐藤孝治へ
の聞き取りが何時、どういう文脈で行われたのかを明確にしていない。
(42) 東宮大佐記念事業委員会編『東宮鉄男傳』大空社 平成９（1997）年 86-92頁。
(43) 関東軍の最大の狙いは、「中国東北全域を対ソ戦略の前進基地として整備するとともに、経済
開発を通じて満蒙の軍需資源を確保することにあった。関東軍が特に経済開発を重視したのは、
第一次世界大戦後に軍部が着手した総力戦準備のための国家総動員政策において、軍需動員に
満蒙をはじめとする大陸資源の確保が不可欠の前提となっていたからであった」。鈴木隆史
『日本帝国主義と満州1900-1945』下巻塙書房 平成４（1992）年 179頁。
(44) 熊谷辰治郎『大日本青年團史』日本青年館 昭和18（1943）年「附録」199頁、「青年團體ノ指
導発達ニ関スル件」(大正４年９月15日 内務省文部省訓令)。
(45) 佐藤孝治編『大八洲開拓史』大八洲開拓農業協同組合 昭和50（1975）年。
(46) 山田豪一「満州における反満抗日運動と農業移民(上)」『歴史評論』春秋社 昭和37（1962）
年６月号 48頁。
(ひおき れいか 文学研究科日本史学専攻博士後期課程)
(指導教員：原田 敬一 教授)
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戦前期の青年団「塩根川向上会」の記録にみる「満州」および「満州移民」 （日置麗香)
